
融合授業案 1 年 理科（生物分野）と数学 

	

題材	 「葉の大きさと環境の関係性の統計的分析」	

 
１．授業のねらい 
融合授業案の開発に先立ち、数学的概念を「数学の授業における理論」、数学的ツールを「理科の授業にお

ける実践」と捉え、お互いの指導内容を共有し、カリキュラムにおける理科・数学科の指導学年・指導時期・

分野を整理し、議論を行った。議論の結果、高学年では、数学的ツールの理科の授業における実践はこれまで

も行われてきたが、それらの基盤となる融合的な視点を低学年・中学年においても開発できる可能性が見出さ

れ、低学年における理数融合に向けた取り組みを模索することとした。 
【カリキュラムにおける理科・数学科の関連する授業内容と学習時期】 

学年 理科（物理・生物）の教材 数学的ツール 

1年 
4年 

 
5年 
6年 

 

測定値の計算 
力学・波動 
遺伝の法則・生態系 
力学・波動 
磁場・電磁気・交流・電磁波 
個体群の成長、遺伝子頻度 

近似値、誤差、有効数字 
微分、ベクトル、三角関数 
組合せ、確率、ヒストグラム 
積分・微分方程式 
ベクトル・積分・微分方程式 
指数関数、確率 

 
 
例 1	 葉の大きさと環境 
	 この教材は、4年「生物基礎」の中の「森林内の光環境と光合成」で扱ってきたが、1年で統計処理を学習
するのにあわせて、1年での学習を試みようと考えている。実際に葉の大きさを測定し、そのデータをもとに
統計処理するものである。 
例 2	 遺伝の法則と遺伝子頻度 
	 遺伝の法則は 3，4年で学習し、遺伝子頻度は 6年で学習する。いずれも「組合せ・確率」と関連する。 
 
２．教材案 
例 1「葉の大きさと環境」を実践するにあたっての指導計画を次に示す。 

配当時間 授業内容 
1時間目 理科：仮説の設定と葉の採集 

2時間目 理科：葉のデータ収集 

3時間目 数学：班でデータの共有、度数分布表の作成 
4時間目 数学：ヒストグラムの説明と作成 

5時間目 数学：代表値、中央値、最頻値の学習 
6時間目 理科：葉のデータをもとに考察 

数学：葉のデータをもとにエクセルの使い方などの学習 
	  
 
 



授業プリント（理科） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
授業プリント（数学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



授業プリント（数学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


